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１．調査・研究の⽬的 
1.1 本年度の調査・研究活動 
 令和５年 12 ⽉８⽇現在の新潟県内の「まちの駅」の開設数は 116 駅であり、総数は昨
年度から 10 駅減少した。県内のネットワークは、越後⻑岡まちの駅ネットワーク（42 駅）、
まちの駅ネットワークみつけ（39 駅）、まちの駅ネットワークごせん（５駅）、まちの駅ネ
ットワーク⽷⿂川（10 駅）であり、それ以外にも個⼈・法⼈が独⾃に開設しているまちの
駅がある。 
 昨年度は「まちの駅魅⼒再発⾒プロジェクト」と題し、まちの駅の認知度向上を⽬指す
「まちの駅情報発信プロジェクト」と連携機能の強化を図る「まちの駅交流プロジェクト」
を⽴ち上げ、まちの駅の認知度向上と連携機能の強化を図る活動を⾏った。しかし、１年
間の活動だけでは認知度向上と連携機能の強化を図ることは難しかった。 
 また、昨年度参加した「まちの駅めぐり」を通して、まちの駅には「動(運動）・⾷(⾷事) ・
参(社会参加)」という社会で⽣き⽣きと過ごすための⼤切なものが揃っており、まちの活
性化の⼀つの⾜掛かりになるのではないかと感じた。 
 そこで今年度は、『まちの駅魅⼒発信プロジェクト』と題し、（図表）活動フロー図の通
り活動を⾏った。⼀連の流れとしては、⽬標設定をし、その⽬標に沿ったパネルを作成、
作成したパネルを活⽤し情報発信を⾏うとした。 

活動フロー図 
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⽬標としては、 「①まちの駅の交流機能の強化を図る」、「②まちの駅の連携機能の強化を
図る」、「③動・⾷・参が楽しめるまちの駅の楽しみ⽅を紹介する」という３つの⽬標を設
定した。各⽬標のもと作成したパネルは以下のとおりである（以下の章・節を参照された
い）。 

３．まちの駅の交流機能の強化を図る 
3.1 モザイクアート・⾃慢パネル 
3.2 まちの駅紹介パネルの作成・更新 

４．まちの駅の連携機能の強化を図る 
  4.1 魅⼒ある駅のリレー紹介 

５．動・⾷・参が楽しめるまちの駅の楽しみ⽅を紹介する 
  5.1 まちの駅を巡るプラン 
 これらの活動で作成したパネルを活⽤し、各種イベントにて展⽰・配布を通した情報発
信を⾏った。また、ホームページ、Instagram にも作成したパネルを掲載し、ヒアリングに
ご協⼒いただいたまちの駅に関しては、Instagram にて紹介を⾏った（詳細については、
６．情報発信を参照されたい）。 
 なお、今年度の活動実績については、  （図表）活動全体のスケジュール概要および、（図
表）今年度の活動⼀覧の通りである。 

活動全体のスケジュール概要 
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今年度の活動⼀覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽇⽇付付 活活動動場場所所 活活動動内内容容
6⽉8⽇（⽊） ネーブルみつけ 今年度活動の打ち合わせ
6⽉12⽇（⽉） ⻑岡⼤学LC3教室 今年度活動の打ち合わせ
6⽉21⽇（⽔） 姿勢と健康の駅  ヒアリング、写真撮影
6⽉22⽇（⽊） まちの駅 あぐりの⾥ ヒアリング、写真撮影、パネル更新、魅⼒ある駅のリレー紹介
6⽉23⽇（⾦） そば⼀筋の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、魅⼒ある駅のリレー紹介
6⽉27⽇（⽕） まちの駅 Wellness House ヒアリング、写真撮影
6⽉28⽇（⽔） まちの駅 酒蔵のある⾥ ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
7⽉4⽇（⽕） 抹茶の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、魅⼒ある駅のリレー紹介
7⽉5⽇（⽔） まちの駅 もてなし家 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
7⽉6⽇（⽊） ⼿作り漬物の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
7⽉7⽇（⾦） まちの駅 喜芳 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
7⽉11⽇（⽕） まちの駅 松⽥ペット ヒアリング、写真撮影、パネル更新、魅⼒ある駅のリレー紹介

まちの駅 よってげさ
⽔⾞⼩屋の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン

ながおか市⺠協働センター 市⺠活動フェスタ第1回全体会議

7⽉13⽇（⽊） 介護のあんしんステーション
まちの駅 もち味⼀番 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン

7⽉14⽇（⾦） そば⼀筋の駅
洋⾷の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、魅⼒ある駅のリレー紹介

7⽉19⽇（⽔） 姿勢と健康の駅  パネルの受け渡し
7⽉21⽇（⾦） まちの駅 松⽥ペット パネルの受け渡し

まちの駅 酒蔵のある⾥
⼿作り漬物の駅 パネルの受け渡し

まちの駅 菓⼦処 越後物語 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
7⽉25⽇（⽕） ⽔⾞⼩屋の駅 パネル確認
7⽉26⽇（⽔） ながおか市⺠協働センター 上通⼩学校とのはなはすの⽔やり、草取り

そば⼀筋の駅
抹茶の駅
まちの駅 ほっとぴあ
まちの駅 Wellness House
介護のあんしんステーション

パネルの受け渡し

まちの駅 もてなし家 パネルの受け渡し、市⺠活動フェスタの打ち合わせ
7⽉29⽇（⼟） まちの駅 喜芳 パネルの受け渡し
8⽉10⽇（⽊） 洋⾷の駅 パネルの受け渡し

8⽉16⽇（⽔） ネーブルみつけ
その他まちの駅4駅 まちの駅めぐり

まちの駅 菓⼦処 越後物語 パネルの受け渡し
まちの駅 もち味⼀番 パネルの確認
森の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
まちの駅 もち味⼀番 パネルの受け渡し

8⽉30⽇（⽔） まちのお宿 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
9⽉1⽇（⾦） もち好きが集う駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、魅⼒ある駅のリレー紹介

あぶらげ巻寿司の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
ながおか市⺠協働センター 市⺠活動フェスタ第2回全体会議

9⽉6⽇（⽔） まちの駅 越後古材
千のてらす ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン

9⽉7⽇（⽊） ひとと温泉があたたかい駅 ⿇⽣の湯 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
9⽉8⽇（⾦） ⽔⾞⼩屋の駅 パネルの受け渡し
9⽉11⽇（⽉） ひとと温泉があたたかい駅 ⿇⽣の湯 集合写真撮影
9⽉12⽇（⽕） ⼼に響く味の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
9⽉13⽇（⽔） ぎんなんアイスクリームの駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン

7⽉12⽇（⽔）

7⽉21⽇（⾦）

7⽉28⽇（⾦）

8⽉22⽇（⽕）

8⽉29⽇（⽕）

9⽉5⽇（⽕）

Ⅱ- 50 



Ⅱ-51 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.2 本報告書の構成 
 第１章では、今年度の調査・研究活動について、その概要を紹介する。 
 第２章では、「まちの駅」の概要、過去 5 年間のゼミにおける調査・研究活動の概要につ
いて紹介する。 

第３章では、「まちの駅の交流機能の強化を図る」の取り組みについて紹介する。 
第４章では、「まちの駅の連携機能の強化を図る」の取り組みについて紹介する。 
第５章では、「動・⾷・参が楽しめるまちの駅の楽しみ⽅を紹介する」の取り組みについ

て紹介する。 
第６章では、情報発信について紹介する。 
第７章では、今年度の活動成果と来年度の活動に対する展望を述べ、取りまとめとする。 

 

２．「まちの駅」の概要と過年度の調査・研究活動の概要 
2.1 「まちの駅」の概要 
 本節では、全国まちの駅連絡協議会「まちの駅（http://www.machinoeki.com/）」を参考
に「まちの駅」が揃えるべき機能、施設等の要件を整理しておく。 

⽇⽇付付 活活動動場場所所 活活動動内内容容

9⽉14⽇（⽊） ネーブルみつけ
その他まちの駅5駅 まちの駅めぐり

9⽉15⽇（⾦） ⻑岡⼤学216教室 悠久祭「鯉江ゼミナールパネル展」準備
9⽉16⽇（⼟） ⻑岡⼤学216教室 悠久祭「鯉江ゼミナールパネル展」1⽇⽬
9⽉17⽇（⽇） ⻑岡⼤学216教室 悠久祭「鯉江ゼミナールパネル展」2⽇⽬、⽚付け
9⽉19⽇（⽕） 和紙の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン

ミルクステーション ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
ながおか市⺠協働センター 親⼦ふれあいフェスタ実⾏委員会

9⽉21⽇（⽊） まちの駅 寺泊 ヒアリング、写真撮影、パネル更新
9⽉26⽇（⽕） 清⽔地蔵の次の駅 ヒアリング、写真撮影、パネル更新、まちの駅を巡るプラン
9⽉29⽇（⾦） ながおか市⺠協働センター 市⺠活動フェスタ前⽇準備
9⽉30⽇（⼟） ながおか市⺠協働センター  市⺠活動フェスタ 
10⽉2⽇（⽉） ネーブルみつけ パネル展の準備、パネル搬⼊、パネル展開始（〜10⽉16⽇(⽉) ）
10⽉3⽇（⽕） 森の駅 パネルの受け渡し

10⽉4⽇（⽔） まちの駅 寺泊
清⽔地蔵の次の駅 パネルの受け渡し

10⽉5⽇（⽊） まちのお宿
ミルクステーション パネルの受け渡し

10⽉13⽇（⾦） ぎんなんアイスクリームの駅 パネルの受け渡し

10⽉16⽇（⽉） ネーブルみつけ パネル展の⽚付け
⾒附地域のまちの駅の駅⻑の⽅々とまちの駅についての意⾒交換会

ながおか市⺠協働センター パネル展の準備、パネル搬⼊、パネル展開始（〜10⽉30⽇(⽉) ）
⼼に響く味の駅 パネルの受け渡し

10⽉18⽇（⽔） あぶらげ巻寿司の駅 パネルの受け渡し
10⽉20⽇（⽊） 千のてらす パネルの受け渡し
10⽉29⽇（⽇） まちの駅 もてなし家 親⼦ふれあいフェスタ、和紙の駅のパネル受け渡し

ネーブルみつけ
その他まちの駅6駅 まちの駅めぐり

ながおか市⺠協働センター パネル展の⽚付け
11⽉6⽇（⽉） ⻑岡⼤学LC2教室 学⽣による地域活性化プラグラム成果発表会の中間発表会

12⽉2⽇（⼟） ホテルニューオータニ⻑岡
NCホール 学⽣による地域活性化プラグラム成果発表会

10⽉17⽇（⽕）

10⽉30⽇（⽉）

9⽉20⽇（⽔）
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(1)まちの駅の定義と機能 
 まちの駅は必ずしも新設のものである必要はなく、既存施設の活⽤により、市町村、NPO、
団体等が地域連携を⽬指しネットワークを図ることを原則とし、様々な運⽤主体、施設内
容、規模、運営形態を持ったまちの駅が、共存することを想定している。したがって、市
町村という⾏政域を超えた連携を⽬指して、地域住⺠や来訪者が求める地域情報を提供す
る機能を備え、⼈と⼈の出会いと交流を促進する施設である。また、まちづくりの拠点と
なり、まちとまちをつなぐ役割を有するものであり、以下の機能を備えるものである。 

 誰でもトイレが利⽤でき、無料で休憩ができる機能（休憩機能） 
 まちの駅案内⼈が、地域情報について丁寧に教える機能（案内機能） 
 地域の⼈と来訪者の、出会いと交流のサポートをする機能（交流機能） 
 まちの駅間でネットワーク化し、もてなしの地域づくりを⽬指す機能（連携機能） 

 
(2)名称およびシンボルマーク 
 右の図がまちの駅のシンボルマークである(みやわかぐるわく ht
tps://www.city.miyawaka.lg.jp/kankou/kiji003446527/index.html
参考)。 

３つの⼭のようなマークは「⼈」を表す、⼀つ⽬の⼭は「よそ者」、
⼆つ⽬は「ばか者」、三つ⽬は「わか者」を表している。真ん中の「ｉ
（アイ）」は、インフォメーションを表している。つまり、このマー
クは「いろんな⼈が集まり、出会いが⽣まれ、まちや地域のことを
教えてくれる⼈がいる場所」を意味している。まちの駅は、このマ
ークの本来の意味を保つためにも、⼈同⼠・駅同⼠の「交流」が何よりも⼤切である。各
まちの駅は、その理念を共有した上で、地理的条件、運営⽬的などに応じて、個性ある名
称を付けるようにしている。ただし、全国共通のシンボルマークを併記することが必要で
ある。全国共通のシンボルマークは「まちの駅連絡協議会」に⼊会したもので、かつ、⼀
定以上の条件を備えた施設に使⽤が認められている。 
 
(3)看板の設置 
 各まちの駅は、前項のまちの駅相互の連携を保ち、利⽤者の信⽤を確保するために、⼀
定の規格に沿った共通シンボルマークを表⽰した看板を設置することが義務付けられてい
る。その規格等は、別に定めた「シンボルマーク仕様・看板設置マニュアル」に従うこと
となっている。 
 
(4)連携・⽀援 
 まちの駅は、相互に連携・⽀援し合うことを基本として、これらを促進するために各地
の状況に応じて連携⽀援事項を申し合わせることになっている。「道の駅」などとの関係に
おいては、特に形式的に区別せず、相⼿との協議に応じて、共存、連携していくことが進め
られている。 
 
 

Ⅱ- 52 



Ⅱ-53 

(5)⼈の配置 
 まちの駅には、「もてなしの⼼」を持った⼈を常駐させることが必要であるが、他の職務
との併任でも構わない。案内⼈は、まちや隣接市町村などに関わる知識を習得するように
努めることとされている。まちの駅運営者は、案内⼈が積極的に研修を受けられるように
するとともに、他の地域を含む案内⼈同⼠の交流の機会を作ることに努めることとされて
いる。まちの駅連絡協議会主催の全国⼤会や研修会、その他地域⼤会が開催される場合は、
可能な限り派遣に努めることも必要である。 
 
(6)設備・備品・サービス 
 まちの駅に必要な最低限レベルの設備・備品・サービスは以下のとおりである。 

 まちの駅の看板（のぼり、シール等でもよい） 
 利⽤者が休憩できるスペース、椅⼦など 
 トイレ（障がい者も利⽤可能なものが望ましい） 
 まちおよび周辺の情報 

 
(7)共通情報の整理、提供 
 まちの駅は、道路交通、地図情報、地元情報（観光、イベント、⽂化、歴史、住⺠活動
等）、緊急時の対応などに係わる情報を常備することが必要とされている。 
 
(8)登録 

まちの駅として登録を受けるためには、別に定める認定申請書に必要事項を記⼊の上「ま
ちの駅連絡協議会事務局」に提出しなければならない。「まちの駅連絡協議会」役員会で、
まちの駅の要件を⽋くと判断した場合には、具体的な問題点を当該まちの駅に⽂書で通知
することとなっている。通知を受けたまちの駅は早急に改善しなければならない。改善が
図られない場合には、速やかに退会届を提出することとなっている。 
 
(9)報告 
 まちの駅に携わる者は、相互の運営およびまちの駅の全国レベルでの運営戦略展開に資
するために、所定の項⽬について、電⼦メール等を活⽤し、定期的に情報交換を⾏うこと
となっている。報告事項については、まちの駅ホームページで紹介される。 
 
(10)全国組織 
 全国共通に実施することについては、「まちの駅連絡協議会」において定めることとし、
その規定に従うことになっている。 
 
(11)道の駅とまちの駅の違い 

「まちの駅」と「道の駅」を混同している⽅が多いというのは、各地からよく聞かれる
声である。⽂字と違って、発⾳が似ているので聞き間違えやすいことも⼀因と考えられる。 
 「道の駅」は、①休憩機能②情報発信機能③地域連携機能の３つを併せ持った公共施設
である。利⽤者が無料で 24 時間利⽤できる⼗分な容量を持った駐⾞場や清潔なトイレが
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あることなどの登録要件とともに、設置者が「市町村または市町村に代わり得る公共公的
な団体」と定められている。国⼟交通省のホームページ（⽂献２）では、「道の駅」の沿⾰
として「平成３年 10 ⽉〜４年４⽉「道の駅」を実験（⼭⼝県、岐⾩県、栃⽊県）」としか
記載されていない。「道の駅」の社会実験は国が⾏ったのではなく、地域交流センターが事
務局となって、地元⾃治体や各種団体メンバーで協議会を組織して実験したものである。
仮設の「道の駅」を設置して約１ヶ⽉の利⽤状況を検証した。その実験結果を受けて、建
設省道路局により「道の駅」の共通コンセプトが整理され、平成５年に「道の駅」は制度
化された。それから 30 年が経ち、全国各地に「道の駅」の設置が進められ、令和５年８⽉
時点で 1,209 駅が登録されている。「道の駅」の発想は、平成２年１⽉に地域交流センター
が中⼼となって広島で開催した「中国・地域まちづくり交流会」の中で⼭⼝県の船⽅農場
代表の坂本多旦様が、「道路にも鉄道の駅のような施設があっても良いのではないか」と発
⾔されたことに始まる。そこで、参加者の賛同を得て、道路沿いに「駅」を作る実験事業
が始まった。トイレに困った体験がきっかけなので、 「道の駅」にはトイレが必須の設備に
なった。 
 ⼀⽅、「まちの駅」は①休憩機能②案内機能③交流機能④連携機能の４つの機能を持った
たまり場である。コンセプトは「道の駅」とあまり変わらないが公共機関に限らず⺠間商
店や NPO 等でも設置・運営できる点が⼤きく違う。「全国まちの駅連絡協議会」が認証し
ているといっても条件は緩くして駅⻑になる⽅の地域や⼈を思う気持ち、「おもてなし」の
⼼を⼤切にしている。そのため個⼈商店や⼩規模施設から⼤型店舗や企業の⼯場、多機能
施設など多種多様な主体が施設（の⼀部）を休憩＆交流スペースとして開放し、「まちの駅」
となっている。「まちの駅」をきっかけに思いを持った⼈同⼠がつながり、緩やかなネット
ワークが形成されている。 
 「道の駅」は、公共インフラとしての物理的作⽤により⼈々の利便性を⾼め、社会を⽀
える機能も拡張している。⼀⽅、「まちの駅」では、街なかの様々な⼈々の出会いと語らい
の中から⼈間関係の化学反応が起きて地域を変える⼒になっていくことが期待されている。
両者の違いから「道の駅」として登録された施設が地域内外の交流・連携を求めて、まち
の駅ネットワークに参加する例も増えてきている。 

2.2 過年度の調査・研究活動の概要 
 本ゼミでは、平成 19 年度より「まちの駅」をテーマに調査・研究活動を⾏ってきた。最
近５年間の活動概要は以下のとおりである。各年度の活動報告書については、「⻑岡⼤学鯉
江ゼミナール これまでの活動報告書」（https://koie-seminar.amebaownd.com/）を参照
されたい。 

＜平成 30 年度＞ 
 平成 30 年度は、新潟県内のまちの駅の紹介パネルの作成・更新、地域⾏事のボランティ
アを⾏った。このほかに、まちの駅の情報発信活動として FM ながおかのラジオ番組「⻑
⼤⽣と⾏く！まちの駅ヒアリング GO！！」を制作した。そして「第 21 回まちの駅全国⼤
会 in 会津」に参加し、各地のまちの駅の現状・課題について意⾒を交わした。同時に本
ゼミの活動発表も⾏った。また栃⽊県⿅沼市にある「まちの駅ネットワークかぬま」の⽅々
を⻑岡市の越路地域に招待し、越路地域の観光スポットをご案内した。 
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＜令和元年度＞ 
 令和元年度は、昨年度に引き続き新潟県内のまちの駅の紹介パネルの作成・更新、悠久
祭で模擬店とパネル展を⾏った。さらに、まちの駅関連の様々な地域イベントへの参加や
FM ながおかのラジオ番組「まちの駅１分間 CM」の作成、越路マップの改訂、新潟県内の
まちの駅交流会の企画・運営を通して地域活性化活動に取り組んだ。また、「まちの駅＆ど
まいち 春の物産フェア」、「とうきび観⾳まつり」、「今町まちなかマルシェ」、「花はすの⽔
やり」、市⺠協働ネットワーク⻑岡の⽅からご依頼を受け、「ながおか市⺠活動フェスタ」
の合計５つのイベントにボランティアとして参加し、地域を盛り上げた。 
 
＜令和２年度＞ 
 令和２年度は、まちの駅の認知度向上のために本学の学⽣とそのご家族にアンケート調
査を⾏い、⼀般の⽅にも調査を実施した。その結果をもとにゼミのまちの駅紹介の広告媒
体として、Instagram アカウントを開設した。また、まちの駅紹介パネルの作成・更新に加
え、パネル展⽰会の開催、FM ながおかのラジオ番組「まちの駅１分間 CM」の作成を⾏っ
た。さらに、新たな試みとして留学⽣による外国⼈向けパンフレットの作成に取り組んだ。 
 
＜令和３年度＞ 
 令和３年度は、７つのまちの駅ネットワークを対象に「まちの駅のあり⽅に関するアン
ケート調査」を実施した。アンケート調査の結果をもとに、それぞれのまちの駅が満⾜度
を⾼められる交流を提案した。また、まちの駅紹介パネルの作成・更新に加え、パネル展
⽰会の開催、Instagram ・ホームページの更新、FM ながおかのラジオ番組「まちの駅１分
間 CM」の作成、花はすのボランティア、まちの駅＆どまいち 春の物産フェア、まちの駅
オンライン全国⼤会へ参加した。 
 
＜令和４年度＞ 
 令和４年度は、「まちの駅魅⼒再発⾒プロジェクト」と題し、まちの駅の認知度向上を⽬
指す「まちの駅情報発信プロジェクト」と連携機能の強化を図る「まちの駅交流プロジェ
クト」の２つのプロジェクトで活動を⾏った。「まちの駅情報発信プロジェクト」では、ま
ちの駅定義パネル・モザイクアート・⾃慢パネルの作成、まちの駅紹介パネルの作成・更
新、パネル展⽰会の開催、ホームページ・Instagram 更新、まちの駅 PV 制作を⾏った。「ま
ちの駅交流プロジェクト」では、魅⼒ある駅のリレー紹介、各種イベント(まちの駅めぐり、
新駅まちの駅めぐり、トチオーレ秋あじまつり、まちの駅全国⼤会、成果発表会、花はす
ボランティア)へ参加した。 
 
３. まちの駅の交流機能の強化を図る 

まちの駅の交流機能とは、まちを訪れた⼈と地域住⺠の出会いと交流をサポートする機
能である。この交流機能の強化のためには、まちの駅の認知度向上が必要になる。 

そこで、認知度向上のために、昨年度作成したモザイクアート・⾃慢パネルと各まちの
駅紹介パネルの作成・更新を今年度も引き続き⾏った。 
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3.1 モザイクアート・⾃慢パネル 
昨年度、初めての取り組みであったモザイクアート ・⾃慢パネルは、「まちの駅がどのよ

うなものかわかりにくい」「何が出来るか分からない」という来訪者側から挙げられた認知
度向上に関する課題解決のために作成した。 

今年度もまちの駅紹介パネルの作成・更新を兼ねて、モザイクアートと⾃慢パネルの情
報の追加に取り組んだ。昨年度は⾒附地域のまちの駅のみを対象としていたが、今年度は
⾒附地域に加え、旧⻑岡市、中之島、三島、和島、寺泊、与板、越路、⼩国、栃尾、川⼝
地域を含んだ⻑岡地域版を作成した。 
 
(1)作成経緯 

「モザイクアート」は、まちの駅の外観写真でまちの駅のシンボルマークを表現したも
の、「⾃慢パネル」は、まちの駅の⾃慢としていることが⼀⽬でわかるものとなっており、
まちの駅ネットワークみつけ、越後⻑岡まちの駅ネットワークに属するまちの駅の魅⼒を
コンパクトに紹介するものである。 「モザイクアート・⾃慢パネル」を⼿にした⽅が⾃分の
興味・関⼼に合わせたまちの駅を⾒つけやすくなり、訪問機会が増加することを⽬的とし
ている。 

昨年度は、モザイクアートが縦向き、⾃慢パネルが横向きで作成されていたため、チラ
シ形式にしてイベント等で配布する際に向きを変えながら⾒ていただく形になっていた。
そのため、今年度は、パネルの向きを統⼀させることで従来より⾒やすくなるように修正
を⾏った。 
 
(2)パネル概要 

「モザイクアート（図表モザイクアート、参照）」は、まちの駅のシンボルマークをモデ
ルとし、学⽣が撮影したまちの駅の外観写真を使⽤して作成した。「⾃慢パネル（図表⾃慢
パネル、参照）」は、まちの駅の駅名・ゼミ⽣が考えたキャッチコピー・⾃慢ポイント・学
⽣が撮影した内装写真または⾃慢ポイントに関連した写真を載せた。それを 1 枚にした「モ
ザイクアート・⾃慢パネル」は、多くの⽅に個々のまちの駅の魅⼒を知ってもらう⼯夫と
して、「モザイクアート」の写真⼀つ⼀つに番号を振り、「⾃慢パネル」とリンクさせる仕
組みにした。 
 
(3)実施概要 

パネル作成にあたり、６⽉中旬にまちの駅ネットワークみつけと越後⻑岡まちの駅ネッ
トワークに活動への協⼒依頼を⾏い、各まちの駅の駅⻑さんに依頼の詳細を周知していた
だいた（図表モザイクアート・⾃慢パネル対象駅⼀覧、参照）。 

ヒアリング時に、「3.2 まちの駅紹介パネルの作成・更新」で紹介する個々のまちの駅の
パネル作成・更新と同時に、「モザイクアート・⾃慢パネル」の作成に取り掛かり、９⽉下
旬に完成した。その後、⻑岡⼤学悠久祭、ネーブルみつけ、ながおか市⺠協働センターで
開催したまちの駅パネル展、アオーレ⻑岡で開催された「市⺠活動フェスタ」、まちの駅 も
てなし家 （道の駅 良寛の⾥わしま）で開催された「親⼦ふれあいフェスタ」といったイベ
ントにてパネルの展⽰とチラシの配布を⾏った。 
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モザイクアート（⾒附地域） 
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⾃慢パネル（⾒附地域 表） 
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⾃慢パネル（⾒附地域 裏） 
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モザイクアート（⻑岡地域） 
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⾃慢パネル（⻑岡地域） 
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モザイクアート・⾃慢パネル対象駅⼀覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)まとめ 

これらの活動を通して、イベント等でのチラシ配布、ホームページ、Instagram で情報発
信を⾏ってきたが、交流機能の強化という根本的な⽬標達成に辿り着くことができず、ま
ちの駅の認知度向上という途中段階で留まってしまった。しかし、イベントでチラシを配
布した際に、知っているまちの駅があった⽅やお店⾃体は知っているがまちの駅でもある
ということを知らない⽅も居り、僅かではあるがまちの駅に対する気づきや興味を与える
ことが出来たと感じた。こうした対⾯で反応が伺える機会を積極的に活⽤して情報の流れ
を滞留させないようにする事が今後も⼤切である。 
 
3.2 まちの駅紹介パネルの作成・更新 

今年度は、新駅を含め⾒附地域で 11 駅、⻑岡地域で 17 駅の計 28 駅のパネル作成と更
新を⾏った。そのまちの駅紹介パネルの中から今回は 2 駅紹介する。 

また、新規作成・更新したまちの駅紹介パネルは、 （図表）まちの駅紹介パネル作成・更
新駅⼀覧の通りである。 
  

お菓⼦の駅 ⾥⼭ログハウスの駅 もち好きが集う駅
カーライフステーション 元氣創造 今町・くすりの駅 まちの駅 レアント
まちの駅 ほっとぴあ パンの駅 まちの駅 ネーブルみつけ
まちの駅 みらい市場 そば⼀筋の駅 結柳の駅
なむなむの駅 健康な住まいの駅 四季の駅
川の駅 パティオにいがた 和の駅 学びの駅
抹茶の駅 洋⾷の駅 あかりの駅
焼⾁と韓国家庭料理の駅 川の駅 ⾒附市総合体育施設 姿勢と健康の駅
まちの駅 Wellness House ⽔⾞⼩屋の駅 介護のあんしんステーション
森の駅 まちのお宿 ⼼に響く味の駅
ミルクステーション

まちの駅 あぐりの⾥ まちの駅 酒蔵のある⾥ まちの駅 もてなし家
⼿作り漬物の駅 まちの駅 喜芳 まちの駅 松⽥ペット
まちの駅 よってげさ まちの駅 もち味⼀番 和紙の駅
まちの駅 菓⼦処 越後物語 あぶらげ巻寿司の駅 越後古材

千のてらす ひとと温泉があたたかい駅
⿇⽣の湯 ぎんなんアイスクリームの駅

まちの駅 寺泊 清⽔地蔵の次の駅

ままちちのの駅駅ネネッットトワワーーククみみつつけけ

越越後後⻑⻑岡岡ままちちのの駅駅ネネッットトワワーークク
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まちの駅紹介パネル作成・更新駅⼀覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まちの駅 Wellness House と和紙の駅へのヒアリングの様⼦ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姿勢と健康の駅 森の駅
まちの駅 Wellness House まちのお宿
抹茶の駅 もち好きが集う駅
⽔⾞⼩屋の駅 ⼼に響く味の駅
介護のあんしんステーション ミルクステーション
洋⾷の駅

まちの駅 あぐりの⾥ あぶらげ巻寿司の駅
まちの駅 酒蔵のある⾥ 越後古材
まちの駅 もてなし家 千のてらす
⼿作り漬物の駅 ひとと温泉があたたかい駅 ⿇⽣の湯
まちの駅 喜芳 ぎんなんアイスクリームの駅
まちの駅 松⽥ペット 和紙の駅
まちの駅 よってげさ まちの駅 寺泊
まちの駅 もち味⼀番 清⽔地蔵の次の駅
まちの駅 菓⼦処 越後物語

ままちちのの駅駅ネネッットトワワーーククみみつつけけ

越越後後⻑⻑岡岡ままちちのの駅駅ネネッットトワワーークク
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(1)まちの駅 Wellness House 
「まちの駅 Wellness House」は、⾒附市ニュータウンにある住宅や不動産に関する提案

や相談を⾏っているまちの駅である。今年度からまちの駅に加盟された駅とのことだった
のでヒアリングにご協⼒いただき、パネル作成を⾏った。 

キャッチコピーは「毎⽇を快適に住ごす」である。駅⻑さんは、脱炭素社会に向けて市
⺠の⽅々が意識を⾼め、⾼性能住宅を気軽に体験してもらいたいという想いを持っている。
その中で環境が変化しても毎⽇変わらず過ごしやすい住まいのあり⽅を⼀緒に考えていく
という意味で「過ごす」と「住む」を掛けたキャッチコピーにした。今後、ギャラリーや
料理教室などで誰でも利⽤できるスペースとして貸し出しを検討中なので、気軽に⽴ち寄
ってみて欲しい。 
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(2)和紙の駅 
「和紙の駅」は⻑岡市⼩国町にある伝統産業を守り、和紙⼯作の体験や出張販売を⾏っ

ているまちの駅である。前回のパネル作成⽇から⽇が経っていたため、今回は更新・写真
の差し替え・キャッチコピーの作成を⾏った。 

キャッチコピーは「伝統を君の⼿で！⼩国で⾮⽇常を体験しよう！」である。⼩国和紙
は雪を利⽤した特徴的な製法であることから国・県の無形⽂化財に指定され、300 年以上
の歴史がある。このような歴史ある技術を実際に体験する事で⾮⽇常だったものを⾝近に
感じて貰えるように想いを込めて名付けた。和紙で作られたアクセサリーやポストカード、
⼩物⼊れなどの雑貨も販売しているので、伝統技術からなる和紙の奥深さに触れてみて欲
しい。 
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(3)まちの駅紹介パネルの作成・更新を通して感じたこと 
 まちの駅紹介パネルの作成・更新を通して、まちの駅の⽅々との多くの交流機会を得る
ことができた。また、今年度は⾒附地域以外に⻑岡地域のまちの駅にも⼒を⼊れて活動し
てきたため、⻑岡のまちの駅同⼠の繋がりや空気感、特徴を知ることができ、⾒附と⻑岡
の違いを⾒つけ出すこともできた。 
 活動に取り組む中で、まちの駅の駅⻑さんとの連絡が上⼿くいかない場⾯があった。駅
⻑さんとは、電話やメール、FAX でヒアリングの協⼒依頼を⾏ったが、連絡がつかなくな
り返信をいただけないことがあった。まちの駅としての意欲の差によって取り組みに温度
差があることを活動を通して改めて感じた。 

また、ヒアリングでまちの駅についての意⾒を聞いてみると、誰でもサービスを利⽤で
きるという基本機能をアピールしてはいるが、なかなか来づらいのではないかという声が
あり、存在意義について懸念を抱いている駅もあった。訪れる⽅がまちの駅を知っている
場合であっても、商売をしているまちの駅は、訪問したらモノを買わなければいけないと
いう⼼理的な要因が⾜を⽌めている可能性や、休憩や道案内という理由だけで訪問するこ
とに不安感や抵抗を感じている可能性もある。これにおいては、やはり認知度の低さを解
決する必要がある。存在意義を感じることができない、まちの駅に加盟したメリットや実
感を得ることができないという駅に対してアピールの⽅法や情報発信の⼿段を模索したい。 
 
４．まちの駅の連携機能の強化を図る 

まちの駅の連携機能とは、まちの駅間でネットワーク化し、もてなしの地域づくりを⽬
指す機能である。この連携機能の強化のためには、まずはまちの駅間のネットワークを強
化していく必要があり、まちの駅間のネットワーク強化のためにまちの駅間の繋がりを⽣
みたいと考えた。 

そこで、まちの駅間の繋がりを⽣むための第⼀歩である他のまちの駅を知るきっかけ作
りとして、昨年度から⾏っている魅⼒ある駅のリレー紹介を今年度も引き続き⾏った。 
 
4.1 魅⼒ある駅のリレー紹介 
(1)作成経緯 
 「魅⼒ある駅のリレー紹介」とは、ゼミ⽣がまちの駅同⼠の架け橋となり、まちの駅の
駅⻑さんが「知りたい駅、魅⼒的と感じる駅」をヒアリングし作成したパネルをリレーの
バトンに⾒⽴て、まちの駅同⼠を繋げる取り組みである。 「魅⼒ある駅のリレー紹介」をき
っかけにまちの駅同⼠の交流をサポートすることを⽬的としている。 
 昨年度は⾒附地域のみを対象として活動していたが、今年度から⻑岡地域での活動も開
始した。 
 
(2)パネル概要 

「リレー紹介パネル （図表魅⼒ある駅のリレー紹介パネル、参照）」は駅名標に⾒⽴てた
デザインにしており、おすすめ元の駅がその駅をおすすめしたい理由の他に、おすすめ先
の駅がアピールしたいポイントと基本情報を載せたパネルとなっている。 
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魅⼒ある駅のリレー紹介パネル⼀覧（⾒附地域） 
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魅⼒ある駅のリレー紹介パネル⼀覧（⻑岡地域） 
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(3)実施概要 
 魅⼒ある駅のリレー紹介パネルの作成の流れは以下のとおりである。 

① 紹介していただいたまちの駅にアポイントを取る  
② まちの駅に訪問しヒアリング、おすすめいただいた次駅にアポイントを取る  
③ ヒアリングで得た内容を元にリレー紹介パネルを作成する  
④ 作成したリレー紹介パネルをまちの駅に確認していただく  
⑤ リレー紹介パネルを修正し、完成させる  
⑥ 完成したリレー紹介パネルをラミネートし、紹介元と紹介先のまちの駅に届ける  

魅⼒ある駅のリレー紹介の図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度は⾒附地域が「そば⼀筋の駅」、⻑岡地域が「まちの駅 あぐりの⾥」からのスタ
ートとなり、６⽉下旬からヒアリングを開始し両地域各５駅をリレーで繋いだ。実際にヒ
アリングに伺った駅は、（図表）魅⼒ある駅のリレー紹介対象駅⼀覧の通りである。 
 ９⽉下旬に全パネルを完成させ、⻑岡⼤学悠久祭、ネーブルみつけ、ながおか市⺠協働
センターで開催したまちの駅パネル展、アオーレ⻑岡で開催された「市⺠活動フェスタ」
にて展⽰を⾏った。 

魅⼒ある駅のリレー紹介対象駅⼀覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)まとめ 

今回の魅⼒ある駅のリレー紹介では、パネルを通してまちの駅の⽅々に繋がりや連携を
意識していただくことができ、他のまちの駅を知るお⼿伝いや交流の⼟台を築くことがで
きた。しかし、すでに脱退されているまちの駅の情報を知らずにいた駅⻑さんも居たため、

そば⼀筋の駅 抹茶の駅
洋⾷の駅 もち好きが集う駅
まちの駅 レアント

まちの駅 あぐりの⾥ まちの駅 松⽥ペット
和紙の駅 まちの駅 酒蔵のある⾥
まちの駅 喜芳

ままちちのの駅駅ネネッットトワワーーククみみつつけけ

越越後後⻑⻑岡岡ままちちのの駅駅ネネッットトワワーークク
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まちの駅間のネットワークをより強化していく必要があると感じるとともに、ゼミ⽣⾃⾝
も地域連携の仕組みや難しさなどを、⾝をもって感じることができた。 

 
５．動・⾷・参が楽しめるまちの駅の楽しみ⽅を紹介する 

昨年度参加した「まちの駅めぐり」を通して、まちの駅には「動(運動）・⾷(⾷事) ・参(社
会参加)」という社会で⽣き⽣きと過ごすための⼤切なものが揃っており、まちの活性化の
⼀つの⾜掛かりになるのではないかと感じた。 
 そこで、今年度は「動・⾷・参」を⽤いたまちの駅をアピールする⽅法として、「まちの
駅を巡るプラン」の作成に取り組んだ。 
 
5.1 まちの駅を巡るプラン 
(1)作成経緯 
 まちの駅を活気づけるためには、多くの⼈にまちの駅を訪れてもらう必要がある。そこ
でまちの駅を訪れやすくするためのきっかけ作りとして「まちの駅を巡るプラン（図表ま
ちの駅を巡るプランパネル⼀覧、参照）」を作成することになった。プラン作成にあたり、
プランの構成をゼミ⽣で話し合う中で、 「動・⾷・参を体験できるまちの駅を組み込むこと
でまちの駅に楽しさを感じてもらい、繰り返し訪れてもらえるようになるのではないか」
という意⾒が出たことで、「まちの駅を巡るプラン」に動・⾷・参を組み込むことにした。 
 
(2)パネル概要 

プラン作成にあたりゼミ⽣での話し合いの中で、以下の 3 つの意⾒が挙げられた。 
① 動・⾷・参を体験できるまちの駅を組み込むことでまちの駅に楽しさを感じてもら

い、繰り返し訪れてもらえるようになるのではないか。 
 ② 各まちの駅の基本情報を載せるだけでは魅⼒が伝わりきらず、興味を持ってくれる

⼈が増えないのではないか。 
 ③ 家族向けやお年寄り向け等の対象を定めたコースにすることで、⾃分の興味・関⼼

に合わせたまちの駅が巡りやすくなるのではないか。 
 これらの意⾒を踏まえて、以下のようなプランを作成した。 
 ① 「まちの駅ネットワークみつけ」および「越後⻑岡まちの駅ネットワーク」に加盟

しているすべての駅のうち、動・⾷・参のすべてを含んでいる「川の駅 パティオに
いがた」、「⾥⼭ログハウスの駅」、「まちの駅 もてなし家」、「まちの駅 酒蔵のある
⾥」の４つの駅を⻑時間滞在できるメインの駅とし、その他、動・⾷・参が体験で
きる駅を組み込んだプランにする。 

 ② 基本情報はホームページ等で確認できるように URL を記載し、学⽣⽬線で感じた
魅⼒を盛り込んだ内容にする。 

 ③ メインの駅の他に「家族で観光した場合」や「⽢いものを堪能する」等の各対象に
合わせたまちの駅をピックアップしたコースを作成し、⽼若男⼥問わず様々なニー
ズに応えられるものにする。 

 また、誰でも気軽にまちの駅に⽴ち寄ってほしいという思いからプランのタイトルを「ま
ちの駅寄り道旅」と設定した。 
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まちの駅を巡るプランパネル⼀覧（⾒附地域） 
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まちの駅を巡るプランパネル⼀覧（⻑岡地域） 
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(3)実施内容 
掲載する駅を選出後、昨年度ヒアリングに訪問させていただいたまちの駅には電話でプ

ランへの掲載許可の確認を⾏った。それ以外のまちの駅へは、６⽉下旬からヒアリングに
伺い掲載許可をいただいた。実際にプランへの掲載許可をいただいた駅は、 （図表）まちの
駅を巡るプラン掲載駅⼀覧の通りである。 

９⽉下旬に完成し、その後、⻑岡⼤学悠久祭、ネーブルみつけ、ながおか市⺠協働セン
ターで開催したまちの駅パネル展、アオーレ⻑岡で開催された「市⺠活動フェスタ」、まち
の駅 もてなし家（道の駅 良寛の⾥わしま）で開催された「親⼦ふれあいフェスタ」とい
ったイベントにてパネルの展⽰と配布を⾏った。 

まちの駅を巡るプラン掲載駅⼀覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)まとめ 

プランを作成したことで、まちの駅を訪れやすくするためのきっかけ作りになった。実
際に⼿に取っていただいた⽅から「家がまちの駅に近いから⾏ってみる」や「お出かけの
参考にしてみます」等の声をいただき、「動・⾷・参が楽しめるまちの駅の楽しみ⽅を紹介
する」という⽬標をこの活動を通して、少しでも達成できたと実感した。 

今後は、地域の鉄道駅や観光協会、集客⼒が⾼い店舗などに作成したプランを設置する

川の駅 パティオにいがた 元氣創造 今町・くすりの駅
中華料理の駅 洋⾷の駅
⼼に響く味の駅 そば⼀筋の駅
もち好きが集う駅 お菓⼦の駅
森の駅 ⾥⼭ログハウスの駅
ほっと⼀息花みどりの⾥ パンの駅
和の駅 ⽔⾞⼩屋の駅
まちの駅 みらい市場 抹茶の駅
まちの駅 ほっとぴあ まちのお宿

まちの駅 もてなし家 まちの駅 名⽔縄⽂雪つららの⽔
まちの駅 喜芳 ぎんなんアイスクリームの駅
まちの駅 菓⼦処 越後物語 ⼿作り漬物の駅
越後古材 まちの駅 酒蔵のある⾥
あぶらげ巻寿司の駅 ひとと温泉があたたかい駅 ⿇⽣の湯
花⽕の駅・⻑岡花⽕ワールド悠 栃尾表町雁⽊の駅
まちの駅 ギャラリー沙蔵 まちの駅 森の仲⼈「千の森」
清⽔地蔵の次の駅 まちの駅 よってげさ

越越後後⻑⻑岡岡ままちちのの駅駅ネネッットトワワーークク

ままちちのの駅駅ネネッットトワワーーククみみつつけけ
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などの、プランをきっかけにリピーターを増やすための活動を考えていく必要があると考
える。 
 
６．情報発信 
 まちの駅の認知度向上を図るために、モザイクアート・⾃慢パネル、魅⼒ある駅のリレ
ー紹介パネル、まちの駅を巡るプランに加え、昨年度作成したまちの駅定義パネルを活⽤
し、各種イベント、ホームページ、Instagram にて情報発信を⾏った。 
 
6.1 各種イベント 
 まちの駅の認知度向上を図るためには、対⾯での情報発信を⾏うことが重要であると考
えた。そこで、越後⻑岡まちの駅ネットワークからお誘いいただいたイベントへ参加し、
今年度作成したパネルや昨年度作成したまちの駅定義パネルを活⽤し、イベントへ訪れて
くださった⽅々との積極的な交流を⼼掛け情報発信を⾏った。加えて、より多くの⽅に作
成したパネルを⾒ていただくために、パネル展⽰会やイベント内でまちの駅紹介パネルの
展⽰を⾏った。 
 また、まちの駅の情報発信を⾏うにあたり、まずはゼミ⽣がまちの駅をより理解する必
要があると考え、今年度もまちの駅めぐりへ参加した。 

その他に、地域貢献活動として「花はすの⽔やりボランティア」を⾏った。 
 
6.1.1 市⺠活動フェスタ 

アオーレ⻑岡で開催された市⺠活動フェスタに参加した。ゼミ⽣が作成した「モザイク
アート・⾃慢パネル」、「まちの駅を巡るプラン」、「まちの駅定義パネル」の配布と参加し
ていたまちの駅の紹介パネルの展⽰を⾏った。また、スタンプラリーの景品交換を⾏った。 
 
(1)開催⽇時 
 令和５年 9 ⽉ 30 ⽇（⼟） 
 
(2)場所 

アオーレ⻑岡 
 
(3)参加経緯・イベント準備 
 本ゼミのアドバイザーである須⾙様から、市⺠活動フェスタにまちの駅が参加するため、
鯉江ゼミも参加しないかとのお声がけをいただいた。 
 ゼミとしてはぜひ参加させていただきたいとお返事し、まずは７⽉ 12 ⽇（⽔）にアオー
レ⻑岡にて⾏われた第１回全体会議に参加した。市⺠活動フェスタには、町内会と呼ばれ
る複数の参加団体でグループになり町内会企画を⾏うという決まりがある。鯉江ゼミは飲
⾷町内会にてスタンプラリーを⾏うことになり、スタンプラリー台紙の作成と当⽇の景品
交換を担当することになった。 
 スタンプラリー台紙は、サンプル作成後、飲⾷町内会の代表者である道の駅 良寛の⾥わ
しまの⾠⽥様に確認していただき、指摘をいただいた点の修正をした。そして、９⽉５⽇
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（⽕）に⾏われた第２回全体会議にて、作成したスタンプラリー台紙を飲⾷町内会の⽅々
に確認していただき、完成となった。 

第２回全体会議の中で、スタンプラリーの景品交換について、元々は参加者が⾃由に景
品を選べるということで話が進んでいたが、くじ引き制にして何が当たるかわからないと
した⽅がより参加者に楽しんでいただけるのではないかという意⾒が提案され、景品交換
はくじ引き制で⾏うこととなった。鯉江ゼミはこのくじ引きの券とくじ引き⽤の箱の作成
を依頼され引き受けた。 
 ９⽉ 28 ⽇（⽊）に、スタンプラリー台紙の印刷、当⽇の配布物の準備、くじ引きの券と
くじ引き⽤の箱の作成を⼤学にて⾏った。スタンプラリー台紙は 150 部印刷をした。配布
物としては、まちの駅定義パネル、モザイクアート、⾃慢パネルを A3 ⽤紙にまとめたチ
ラシとまちの駅を巡るプランを各 100 部ずつ印刷し、折り込み作業を⾏った。 

前⽇準備として、9 ⽉ 29 ⽇（⾦）にアオーレ⻑岡にてテント設置と各ブースへの備品配
布を⾏った。 
 
(4)イベント当⽇ 
 市⺠活動フェスタ当⽇は、会場に到着後、鯉江ゼミブースの設営準備とスタンプラリー
⽤紙の配布、スタンプラリーの景品準備のお⼿伝いをしてイベントがスタートした。 
 イベント開始直後は鯉江ゼミのブースへスタンプラリーについて聞きに来た⽅へのルー
ル説明や、スタンプラリーの参加者を集めるために来場者への声掛けなどを⾏った。徐々
にスタンプを集めきり景品交換に来てくださる⽅々が増えてくると、景品交換と合わせて
ゼミ⽣作成のチラシとプランや展⽰していたパネルを活⽤し、まちの駅についての PR 活
動を⾏った。 
 イベント終了後は、鯉江ゼミブースの⽚付け終了後、他の参加ブースの⽚付けや備品の
⽚付け、ごみ捨て等のお⼿伝いをし、解散となった。 

市⺠活動フェスタの様⼦ 
 
 
 
 
 
 
 
(5)まとめ 
 当⽇のまちの駅の PR 活動では、「まちの駅を初めて知った」や「知っているお店がまち
の駅だった」等の感想を聞くことができ、まちの駅の PR が出来たと感じる。 
 また、スタンプラリーの景品交換を担当したことで、親⼦連れや若者等の普段交流がで
きない層の⽅も鯉江ゼミのブースを訪れていただけ、幅広く PR 活動ができた。 
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6.1.2 親⼦ふれあいフェスタ 
まちの駅 もてなし家（道の駅 良寛の⾥わしま）で開催された親⼦ふれあいフェスタに

参加した。ゼミ⽣が作成した「モザイクアート・⾃慢パネル」、「まちの駅を巡るプラン」、
「まちの駅定義パネル」の配布を⾏った。また、スタンプラリーの景品交換を⾏った。 
 
(1)開催⽇時 
 令和５年 10 ⽉ 29 ⽇（⽇） 
 
(2)場所 
 まちの駅 もてなし家（道の駅 良寛の⾥わしま） 
 
(3)参加経緯・イベント準備 
 本ゼミのアドバイザーである須⾙様から、親⼦ふれあいフェスタにてまちの駅物産交流
会を⾏うため、鯉江ゼミも参加しないかとのお声がけをいただいた。 
 ゼミとしてはぜひ参加させていただきたいとお返事し、まずは９⽉ 20 ⽇（⽔）にながお
か市⺠協働センターにて⾏われた実⾏委員会に参加した。実⾏委員会では、参加者の顔合
わせと親⼦ふれあいフェスタの概要説明が⾏われた。概要説明の中で、市⺠協働センター
の⽅から当⽇はまちの駅ブースを巡ったら駄菓⼦のつかみ取りができるスタンプラリーを
⾏うことを考えており、鯉江ゼミのブースにて景品交換のお⼿伝いをしてほしいという依
頼を受けて引き受けた。 
 10 ⽉ 23 ⽇（⽉）に当⽇の配布物の準備を⾏った。配布物としては、まちの駅定義パネ
ル、モザイクアート、⾃慢パネルを A3 ⽤紙にまとめたチラシとまちの駅を巡るプランを
各 100 部ずつ印刷し、折り込み作業を⾏った。 

須⾙様から各ブースに鯉江ゼミが作成しているまちの駅紹介パネルを展⽰したいという
ご相談を受けたため、まちの駅紹介パネルのデータをメールにて送信し展⽰していただけ
るようにした。 
 
(4)イベント当⽇ 
 親⼦ふれあいフェスタ当⽇は、会場に到着後、鯉江ゼミブースの設営準備を⾏いイベン
トがスタートした。イベント開始直後は鯉江ゼミのブースへスタンプラリーについて聞き
に来た⽅へのルール説明や、スタンプラリーの参加者を集めるために来場者への声掛けな
どを⾏った。 
 徐々にスタンプを集めきり景品交換に来てくださる⽅々が増えてくると、景品交換と合
わせてゼミ⽣作成のチラシとプランを活⽤し、まちの駅についての PR 活動を⾏った。市
⺠協働センターの⽅から越後⻑岡まちの駅ネットワークのパンフレットも⼀緒に配布して
ほしいという依頼を受け、鯉江ゼミのチラシとプランと⼀緒に配布を⾏った。 
 イベント終了後は、鯉江ゼミブースの⽚付け終了後、他の参加ブースの⽚付けのお⼿伝
いをし、参加者で集合写真を撮影して解散となった。 
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親⼦ふれあいフェスタの様⼦ 
 
 
 
 
 

(5)まとめ 
 親⼦ふれあいフェスタは、親⼦連れをターゲットとしたイベントだったため、普段なか
なか交流ができない親⼦連れに向けてまちの駅の PR をすることができた。 

PR 活動を⾏う中で、「まちの駅を巡るプランはとてもいい活動だから観光案内施設に声
をかけて設置してもらうと良いのではないか」という意⾒をいただいた。寺泊観光協会は
まちの駅としての活動も⾏っているため、まずは寺泊観光協会にご協⼒をいただいてまち
の駅を巡るプランを外に広げていく活動も今後⾏っていくべきなのではないかという新た
な気づきを得ることができた。 
 
6.1.3 まちの駅パネル展 
 ゼミではこれまで作成してきたパネルを⽤いてまちの駅の特徴や魅⼒を紹介し、まちの
駅の認知度を⾼めるべく、まちの駅パネル展を開催している。 
 今年度の開催については、（図表）まちの駅パネル展実施⼀覧の通りである。 

まちの駅パネル展実施⼀覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 それでは、悠久祭にて⾏われたまちの駅パネル展から説明をしていく。 
 
(1)悠久祭 
(1-1)開催⽇時 
 ９⽉ 16 ⽇（⼟）、17 ⽇（⽇） 
 
(1-2)場所 
 ⻑岡⼤学 216 教室 
 

開催場所 ⽇時 展⽰した地域のパネル
悠久祭

（⻑岡⼤学216教室）
９⽉16⽇（⼟）
９⽉17⽇（⽇）

新潟県内全まちの駅
計116駅のパネル

市⺠交流センター
ネーブルみつけ

10⽉２⽇（⽉）
〜10⽉16⽇（⽉）

⾒附地域
計39駅のパネル

ながおか市⺠協働センター
10⽉17⽇（⽕）

〜10⽉30⽇（⽉）

 ⻑岡地域・栃尾地域・寺泊地域・与板地域
 和島地域・三島地域・越路地域・⼩国地域
 川⼝地域・中之島地域
       計42駅のパネル
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(1-3)内容 
 新潟県内のまちの駅紹介パネルに加え、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・⾃慢
パネル」、「魅⼒ある駅のリレー紹介パネル」、「まちの駅を巡るプラン」を展⽰した。 

パネルは地域別に分け、来場者の⽅々に⾒やすいように⼯夫を凝らして展⽰をしたため、
⾒ごたえのあるものとなり、まちの駅について魅⼒を感じてもらえるような展⽰会になっ
たのではないかと感じている。展⽰会に⾜を運んでくださったイオン県央店の販促マネー
ジャーの⽅からイオンでのまちの駅パネル展開催を提案していただいた。今回は他のパネ
ル展との⽇程が被り開催には⾄らなかったが、ゼミ⽣作成のパネルを通してまちの駅に魅
⼒を感じていただけることがわかり、とても良い機会となった。 
 今年度の来場者数は 175 名となり、昨年度よりも多くの⽅に来場していただけ、パネル
やゼミ⽣との交流を通してまちの駅について PR をすることができた。 

悠久祭まちの駅パネル展の様⼦ 
 
 
 
 
 
 
 
(2)市⺠交流センター ネーブルみつけ 
(2-1)開催⽇時 

10 ⽉２⽇（⽉）〜10 ⽉ 16 ⽇（⽉） 
 
(2-2)場所 
 市⺠交流センター ネーブルみつけ 
 
(2-3)内容 
 ⾒附地域 39 駅のまちの駅紹介パネルに加え、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・
⾃慢パネル」、「魅⼒ある駅のリレー紹介パネル」、「まちの駅を巡るプラン」を展⽰した。 

さらに、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・⾃慢パネル」をチラシ形式にしたも
のと「まちの駅を巡るプラン」の配布も⾏った。 

ネーブルみつけでのまちの駅パネル展の様⼦ 
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(3)ながおか市⺠協働センター 
(3-1)開催⽇時 
 10 ⽉ 17 ⽇（⽕）〜10 ⽉ 30 ⽇（⽉） 
 
(3-2)場所 
 ながおか市⺠協働センター 
 
(3-3)内容 
 ⻑岡地域 42 駅のまちの駅紹介パネルに加え、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・
⾃慢パネル」、「魅⼒ある駅のリレー紹介パネル」、「まちの駅を巡るプラン」を展⽰した。
まちの駅紹介パネルに関しては、スペースの都合上、10 ⽉ 17 ⽇（⽕）〜10 ⽉ 22 ⽇（⽇）
に⻑岡地域・栃尾地域・川⼝地域、10 ⽉ 23 ⽇（⽉）〜10 ⽉ 30 ⽇（⽉）に中之島地域・
寺泊地域・和島地域・三島地域・与板地域・越路地域・⼩国地域の展⽰を⾏った。 

さらに、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・⾃慢パネル」をチラシ形式にしたも
のと「まちの駅を巡るプラン」の配布も⾏った。 

アオーレ⻑岡でのまちの駅パネル展の様⼦ 
 
 
 
 
 
 
 
6.1.4 まちの駅めぐり 
 まちの駅ネットワークみつけが主催する「まちの駅めぐり」にゼミ⽣が参加した。「まち
の駅めぐり」とは、⾒附市内のまちの駅を⽇帰りで巡るバスツアーである。まちの駅につ
いて理解を深めるとともに、まちの駅に関する⽣の声などを聴き、今後の地域活性化活動
に役⽴てたいと思い、まちの駅ネットワークみつけにお願いしてご厚意で参加させていた
だいた。 
 
(1)参加⽇時、場所 
 今年度は、８⽉ 16 ⽇（⽔）、９⽉ 14 ⽇（⽊）、10 ⽉ 30 ⽇（⽉）の３回参加をさせてい
ただいた。各参加⽇に巡ったまちの駅と順路は以下のとおりである。 

★ ８⽉ 16 ⽇（⽔）４駅 
   川の駅 ⾒附市総合体育施設→森の駅→まちの駅 レアント→まちの駅 みらい市場 

★ ９⽉ 14 ⽇（⽊）５駅 
   学びの駅→⾥⼭ログハウスの駅→中華料理の駅→元氣創造 今町・くすりの駅→ 

パンの駅 
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★ 10 ⽉ 30 ⽇（⽉）6 駅 
   まちの駅 Wellness House→あかりの駅→お菓⼦の駅→洋⾷の駅→ 

ほっと⼀息花みどりの⾥→カーライフステーション 

まちの駅めぐりの様⼦ 
 
 
 
 
 

(2)内容、まとめ 
 現在のまちの駅めぐりは募集⽅法がアナログで開催⽇時が平⽇の昼間であることから、
すでにまちの駅めぐりを知っているリピーターの⽅や⾼齢者の⽅の参加が多く、幅広い世
代へのまちの駅のアピールが難しくなってしまっている。 

８⽉ 16 ⽇（⽔）のまちの駅めぐりでは、⼩学⽣向けに開催するという新たな試みを⾏っ
ていた。このように、ターゲットを絞った開催にすることで申し込みのハードルを下げ、
様々な世代の⽅が参加しやすくなるため、今後もターゲットを絞ったまちの駅めぐりの開
催を定期的に⾏っていくと良いと感じた。 

また、８⽉ 16 ⽇（⽔）のまちの駅めぐりは⼩学⽣向けということで、ニュースポーツで
体を動かす、⽊⼯体験、ナイフやフォークを使⽤してコース料理を⾷べてみるという体験
重視のコースとなっていた。体験重視のコースであるとまちの駅めぐりをより楽しめると
感じた。まちの駅めぐり後もまちの駅を利⽤してもらうためには、楽しかったと思っても
らうことが重要である。そのため、今後も体験重視のコースを組んでいくべきだと感じた。 
 
6.1.5 オープンキャンパス 
(1)参加⽇時、場所 
 ⽇時：８⽉５⽇（⼟） 
 場所：⻑岡⼤学 217 教室 
 
(2)内容 
 ⻑岡⼤学オープンキャンパスにて、⾼校⽣とその保護者に向けて鯉江ゼミの活動につい
ての発表を⾏った。発表内容としては、まちの駅についての説明と昨年度・今年度の鯉江
ゼミの活動紹介である。発表の冒頭に 1 分程度のアニメーションを⽤いた動画を放映する
ことで、⾼校⽣に気軽な気持ちで発表を聞いていただけるように⼯夫をした。 
 オープンキャンパスでの発表の場をいただけたことで、鯉江ゼミとまちの駅を PR する
ことができて良かった。しかし、発表後に質問を受け付けた際に⼀つも質問が挙がらなか
ったことから、聞き⼿にとっては理解しにくい発表だったのではないかと感じる。今後は
聞き⼿側に回った発表資料作りを⾏い、短時間でゼミの活動やまちの駅を理解していただ
けるように⼯夫していく必要がある。 
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6.1.6 成果発表会 
 地域活性化プログラムに参加するゼミナールの今年度の活動成果を 13 分で発表する。 
 
(1)⽇時 
 令和５年 12 ⽉２⽇（⼟） 13：00〜17：15 
 
(2)場所 
 ホテルニューオータニ⻑岡 NC ホール 
 
(3)発表内容およびアドバイザー 
 発表内容：『まちの駅魅⼒発信プロジェクト』 
   全国まちの駅連絡協議会 関東甲信越運営幹事 久住幸靖 ⽒ 
   NPO 法⼈市⺠協働ネットワーク⻑岡 コーディネーター 須⾙友紀 ⽒ 
 
(4)内容 
 今回の成果発表に向けて多くの活動を⾏ってきた。その活動を振り返り今年度の活動に
対する考察をアピールした。 
 中間発表会にてアドバイザーの久住様、須⾙様に発表を聞いていただいた。久住様、須
⾙様からは、「内容はきれいにまとまっているが、活動の振り返りを⾏う際にその裏付けが
ないとただの⾃⼰満⾜と捉えられてしまう。実際にあったことを発表に盛り込むと聞き⼿
にインパクトを残せるため、⾃分たちの勝⼿な感想だけで話を進めない⽅が良い」という
指摘をいただいた。また、ゼミ⽣がまちの駅に対して感じたことを正直に書いて良いとい
うお⾔葉をいただき、今年度のイベント参加を通してゼミ⽣が感じたまちの駅に対する問
題点を盛り込むことで、よりリアルな思いを伝える発表資料に修正することができた。 
 今年度は原稿を持たずに発表をするという新たな挑戦をした。発表直前までゼミ⽣で集
まり繰り返し練習を重ねたことで、ゼミ⽣⼀同が前向きな姿勢で発表に取り組むことがで
き、無事に 13 分以内に発表を収めることができた。 

当⽇の様⼦ 
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(5)まとめ 
成果発表会では、中間発表会での指摘をしっかりと改善することができた。また、原稿

を持たずに堂々と皆様に鯉江ゼミの成果をお伝えすることができた。アドバイザーの久住
様、須⾙様から「中間発表会の時よりも上達していて良かった」と⾔っていただけた。ま
た、地域活性化プログラム総合アドバイザーである、グローカルマーケティング株式会社 
代表取締役の今井様から「代々先輩⽅が反省と改善を⾏い積み重ねてきた活動にさらに改
善を重ね活動を⾏うという継続の⼒が地域を変えていると感じた。鯉江ゼミがまちの駅に
とって必要不可⽋な存在になっている」というお⾔葉をいただいた。 
 今年度の活動を通して「まちの駅」を皆様に知っていただけただけでなく、鯉江ゼミの
「まちの駅」に対する情熱を発表を聞いてくださった⽅々に感じ取っていただくことがで
きた。 
 
6.1.7 花はすボランティア 
(1)参加⽇時 
 令和５年７⽉ 26 ⽇（⽔） 
 
(2)場所 
 アオーレ⻑岡 
 
(3)内容 
 上通⼩学校の児童が花はすを育て、アオーレ⻑岡にて展⽰をしている。その花はすに⽔
をあげ、⽔鉢に浮かんでいる草や枯れた葉の除去など汚れを綺麗にするボランティアに参
加した。今年度は、7 ⽉ 26 ⽇（⽔）に上通⼩学校の児童と共に作業を⾏い、交流をした。
ゼミ⽣は⼈数が少なく⼒仕事も多かったため作業は⼤変だったが、上通⼩学校の児童の役
に⽴てたことでとても達成感を感じることができた。 

花はすボランティアの様⼦ 
 
 
 
 
 
 
 
6.2 ホームページ 
 ホームページでは、新潟県内のまちの駅紹介パネルやゼミの過去の活動報告書などを掲
載し、ブログの更新も⾏ってきた。まちの駅紹介パネルは 28 駅更新し、ブログは５回投稿
した。昨年度に引き続き、まちの駅定義パネル、モザイクアート・⾃慢パネル、魅⼒ある
駅のリレー紹介パネルを掲載し、今年度は新たにまちの駅を巡るプランも掲載した。さら
に、ホームページからゼミの Instagram にアクセスできるようにし、情報発信ツールを連

Ⅱ- 82 



Ⅱ-83 

携させ、まちの駅の認知度向上に向けホームページを中⼼としたより強固な情報発信の基
盤を築いた。昨年度よりもホームページ全体の内容量などがパワーアップし⾒ごたえのあ
るものとなっている。 

ホームページ 
 
 
 
 
 
 

Google や Yahoo！等で鯉江ゼミナールと検索すると、このホームページにアクセスでき
る。あるいは、⻑岡⼤学のホームページから「メニュー」→「⼤学情報」→「まちの駅⻑
岡⼤学」→「鯉江ゼミナールまちの駅紹介」の順に進む⽅法でもアクセスできるようにな
っている。 

ホームページへのアクセス⽅法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.3 Instagram 
 昨年度に引き続き Instagram を活⽤し、活動の様⼦やまちの駅の情報を定期的に発信し
ている。昨年度の投稿を振り返ると、写真が少なく実際の雰囲気がわかりにくいという問
題点が挙がった。そこで今年度は、昨年度の投稿を活かしつつ、まちの駅の外観や内装、
商品の写真などを掲載することでより実際の雰囲気が伝わりやすくなるよう意識して投稿
を⾏った。 

今年度の投稿数は 43 回、フォロワー数は昨年度の 112 ⼈から 145 ⼈（2023 年 12 ⽉５
⽇現在）に増加させることができた。 

Instagram による投稿は、実際の雰囲気を伝えることを重視した発信に取り組んでいく
ことが重要である。 
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Instagram 投稿内容            Instagram QR コード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.4 まとめ 

今年度は多くのイベントに参加し、ゼミ⽣が作成したパネルを活⽤してイベントに
訪れた⽅々と対⾯でまちの駅を PR することに⼒を⼊れた。SNS 媒体での⼀⽅的な発
信では受け⼿の受け⽌め⽅に頼るしかないが、対⾯で⾔葉にして伝えることでその場
で受け⼿の疑問点を解消でき、より理解を深めてもらうことができる。今後も対⾯で
の情報発信に⼒を⼊れる必要がある。 

しかし、まちの駅の認知度の向上を⽬指す中で、SNS 媒体をうまく活⽤した発信も重要
となる。単なる活動の様⼦を投稿するだけではまちの駅の魅⼒が伝わり切らず、⾃⼰満⾜
に終わってしまう。そのため、今後もまちの駅の外観、内装やその駅が魅⼒としているも
の等の実際の雰囲気を伝えることを重視し、閲覧者の興味・関⼼を惹くような魅⼒的なホ
ームページ・SNS を作り、発信していきたい。 
 
7. まとめ 
7.1 今年度の活動成果 

今年度は、「①まちの駅の交流機能の強化を図る」、「②まちの駅の連携機能の強化を図
る」、「③動・⾷・参が楽しめるまちの駅の楽しみ⽅を紹介する」という３つの⽬標のもと、
【まちの駅魅⼒発信プロジェクト】と題し活動を⾏った。 

「①まちの駅の交流機能の強化を図る」の主な活動は、「モザイクアート・⾃慢パネル」
と「まちの駅紹介パネルの作成・更新」である。「モザイクアート・⾃慢パネル」は⾒附地
域は昨年度から８駅増やすことができ、⻑岡地域は 17 駅の情報を載せたパネルを新しく
作成した。「まちの駅紹介パネルの作成・更新」では、28 駅のパネルの作成・更新をした。
これらの活動を通して、「モザイクアート・⾃慢パネル」ではより多くのまちの駅の情報、
「まちの駅紹介パネル」ではまちの駅の最新情報をお伝えすることができるようになった。 

「②まちの駅の連携機能の強化を図る」の主な活動は、「魅⼒ある駅のリレー紹介」であ
る。⾒附地域は昨年度の最終駅である「まちの駅 ほっとぴあ」からバトンを繋ぎ５駅、⻑
岡地域は今年度から活動を開始し 「まちの駅 あぐりの⾥」をスタートの駅として５駅を繋
げることができた。駅⻑さんからまちの駅のパンフレットをじっくりと⾒ながらおすすめ
の駅を選出していただいたことで、現在⾃地域にどのようなまちの駅があるのかを再確認
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していただくことができた。また、紹介元のみにパネルを掲⽰していただくという⽅式を
紹介先と紹介元の両⽅の駅に掲⽰していただくという⽅式に変更したことで、まちの駅同
⼠の連携をより意識づけることができた。 

「③動・⾷・参が楽しめるまちの駅の楽しみ⽅を紹介する」の主な活動は、「まちの駅を
巡るプラン」である。これは今年度から始めた活動で、⾒附地域は 18 駅の情報を掲載した
計７コース、⻑岡地域は 16 駅の情報を掲載した計７コースのプランを作成することがで
きた。今年度から新たに始めた取り組みであったが、プランを⾒てくださった⽅からは多
くの好評をいただいた。特に⻑岡地域では、「⻑岡地域は広いため地元住⺠でも知らない施
設が多く、学⽣がピックアップして紹介してくれると⾏きやすくなりありがたい」や「ま
ちの駅は誰でも利⽤できる施設のため興味を持ってもらいにくいが、ゼミ⽣が作成したプ
ランはターゲットを定めていることで特定の⼈に向けて魅⼒を伝えることができるものに
なっている点が良い」というお⾔葉をいただけた。このことから、まちの駅を巡るプラン
はまちの駅の魅⼒を PR する新たな情報発信媒体になったと感じる。 

情報発信では、各種イベントへの参加とホームページ、Instagram の更新に取り組んだ。
今年度は、作成したパネルをゼミの外に広げていくことを意識し「発信」に⼒を⼊れてき
た。イベント参加のお誘いをいただいた際は、情報発信の場や直接感想をいただける機会
になるため積極的に参加した。イベント参加に加え、細⽬な SNS 投稿を⾏ったことで、ま
ちの駅に関する情報を多くの⽅に発信できた。その中でも特に、 「市⺠活動フェスタ」、 「親
⼦ふれあいフェスタ」では、対⾯での情報発信を積極的に⾏い、ながおか市⺠協働センタ
ーの⽅から「鯉江ゼミがまちの駅の PR に⼒を⼊れてくれてありがたい」というお⾔葉を
いただいた。このことから鯉江ゼミの活動でまちの駅と地域の⼈の交流・連携を促すこと
ができたと感じる。 
 また、まちの駅ネットワークに情報発信の協⼒依頼をし、作成したデータを発信してい
ただくことができ、新たな情報発信網の開拓（まちの駅ネットワークみつけ、越後⻑岡ま
ちの駅ネットワークへの作成データの配布）へと繋げることができた。これは、鯉江ゼミ
が⻑年まちの駅と協⼒し協⼒関係を構築してきたことで、実現できたことだと思われる。 
 
7.2 来年度の活動 
 鯉江ゼミは、まちの駅をフィールドとした調査・研究を 2007（平成 19）年度から⾏っ
てきた。これまで、県内にある約 116 駅のまちの駅紹介パネルの作成、⻑岡・⾒附のまち
の駅関連イベントのお⼿伝い、まちの駅交流会の企画・実施・参加、まちの駅全国⼤会へ
の参加など多くの活動をしてきた。今回、鯉江ゼミは 2023 （令和５）年度をもって活動を
終了することとなった。そこで、鯉江ゼミから全国のまちの駅の皆様へまちの駅の今後の
発展のために２つの提案をさせていただきたい。 

１つ⽬は、まちの駅を商売のためのアピールに使うという意識を変えることである。今
年度参加させていただいたイベントを通して、「イベント前の会議の参加者が少ない」、「イ
ベント当⽇も販売だけに⼒を⼊れてまちの駅の PR をしない」という点を問題に感じた。
まちの駅とは商売のために存在するものではなく、⼈と⼈の出会いと交流をサポートする
ために存在するまちの情報発信拠点である。おもてなしの精神とまちの駅としての本分を
忘れずに訪れてくださった⽅々との交流を積み重ねていくことが重要だと考えます。 
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２つ⽬は、 「動・⾷・参」を⽤いた新たなアピール⽅法の確⽴である。今年度・昨年度の
活動を通して、まちの駅には社会で⽣き⽣きと過ごしていくための⼤切なものである「動・
⾷・参」が揃っていることが強みであると感じた。⼈と⼈の繋がりが弱まってきている昨
今、まちの駅が先頭に⽴ち、個々の特⾊を活かして地域の拠り所となり社会で⽣き⽣きと
過ごす場を提供することで、⼈と⼈の繋がりを強固なものにし、地域活性化の⼀役を担う
存在になっていくことを望みます。 

今年度のヒアリング活動の中で、「まちの駅の認知度がなかなか上がらない」、「イベント
を開催しても来てくれる⼈が少ない」等の声を多く聞いた。まちの駅の認知度向上のため
には、まずは、まちの駅の存在意義を再確認し、⾃分のためではなく⼈のためを思う気持
ちで活動に取り組んでいくことが重要である。また、各まちの駅ネットワークおよび全国
のまちの駅⼀丸でまちの駅の発展を⽬指すという姿勢で活動に取り組んでいくべきだと考
えます。 

鯉江ゼミは今後もまちの駅の更なる発展を願っています。 
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＜参考資料１＞ ゼミナール活動ご協⼒のお願い（表） 
令和 5 年６⽉末⽇ 

まちの駅駅⻑ 様 
⻑岡⼤学鯉江ゼミナール 

 
ゼミナール活動ご協⼒のお願い 

 
拝啓 まちの駅駅⻑の皆様におかれましては、ますますご健勝のことと存じます。 

昨年度は⻑岡⼤学鯉江ゼミナールの「まちの駅魅⼒再発⾒プロジェクト」活動等にご協
⼒いただき、誠にありがとうございました。 

さて、今年度鯉江ゼミナールでは、まちの駅ネットワークみつけを対象に「⾃慢パネル・
モザイクアート」の作成を⾏いたいと考えております。具体的な内容は以下のように考え
ておりますので、昨年に引き続きご協⼒を賜りますよう何卒お願い申し上げます。 

敬具 
 
「⾃慢パネル・モザイクアート」 
⽬的：各まちの駅の⾃慢ポイントをまとめたパネル、記録写真を活⽤したモザイクアート

を作成し発信することで、まちの駅 1 駅 1 駅の認知度向上を⽬指す。 
内容：①各まちの駅の⾃慢ポイントをアンケートにて調査 

②まちの駅の外観や⾃慢としていることについての写真撮影 
※昨年度実際に作成した⾃慢パネル・モザイクアートのデータを同メールに添付いたしま

すので、ご確認のほどよろしくお願いいたします。 
 

つきましては、上記活動にご協⼒いただける場合は、ご多忙とは存じますが、下記の「⾃
慢パネル・モザイクアートに関するアンケート」にご回答お願いいたします。返信は 77 ⽉⽉
3311 ⽇⽇((⽉⽉))ままででにメールでの送信または FAX にてよろしくお願いいたします。 

アンケートにご回答いただけたまちの駅に関しましては、可能であれば、まちの駅の外
観・内装、⾃慢としていることに関連する写真を撮影し、返信時のメールに写真データを
添付していただけますと幸いです。写真データの添付が不可能なまちの駅に関しましては、
後⽇ゼミ⽣が写真撮影に伺います。撮影に伺う際は事前にご連絡いたしますので、ご協⼒
をお願いいたします。 

すでにご協⼒いただいているまちの駅に関しましては、変更点がある場合のみご回答お
願いいたします。ご協⼒していただいたまちの駅の⼀覧も同メールに添付いたしますので、
ご確認のほどよろしくお願いいたします。 

以上 

 

 
  

担 当：⻑岡⼤学鯉江ゼミ 荒⽊しおり 
メール：××××××× 
F A X：0258-39-9566 
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＜参考資料２＞ ゼミナール活動ご協⼒のお願い（裏） 
 
 

⾃慢パネル・モザイクアートに関するアンケート 
 

まちの駅名 
(施設・店名等) 

 
(施設・店名等                                        ) 

(ふりがな)  

ご担当者名 
 

 
【質問】 
あなたのまちの駅の⾃慢ポイントを 2200〜〜3300 字字程程度度で教えてください。 
(例)「あたたかいおもてなしでお出迎え」「⼀押しの商品○○」「⾃然と触れ合える」など 

 

 
【備考欄】 
何か不明点等ございましたらご記⼊お願いいたします。 

 

 
 
  担 当：⻑岡⼤学鯉江ゼミ 荒⽊しおり 

メール：××××××× 
F A X：0258-39-9566 
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＜参考資料３＞ 市⺠活動フェスタチラシ（表） 
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＜参考資料４＞ 市⺠活動フェスタチラシ（裏） 
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＜参考資料５＞ 親⼦ふれあいフェスタチラシ（表） 
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＜参考資料６＞ 親⼦ふれあいフェスタチラシ（裏） 
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＜参考資料７＞ 8 ⽉ 16 ⽇ まちの駅めぐり 
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＜参考資料８＞ ９⽉ 14 ⽇ まちの駅めぐり 
 
 
 
 
 
  

Ⅱ- 94 



Ⅱ-95 

＜参考資料９＞ 10 ⽉ 30 ⽇ まちの駅めぐり 
 
 

Ⅱ- 95 



Ⅱ-96 

 

Ⅱ- 96 


